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ROIS-DS人文学オープンデータ共同利用セ
ンター（CODH）http://codh.rois.ac.jp/
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歴史地理データ
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/rekichime/

1. 平凡社『日本歴史地名大系』
のデータを一部オープン化

2. 平凡社地図出版と協働し、位
置情報などの新たな価値を加
え、機械可読データ化

3. ジャパンナレッジIDを用いて、
オンラインDBとリンク

4. 出版社のオープン・クローズ
戦略の一つの事例
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https://geoshape.ex.nii.ac.jp/rekichime/


歴史地名マップ
http://codh.rois.ac.jp/historical-gis/nihu-map/

1. 人間文化研究機構・H-GIS
研究会が公開する「歴史
地名データ」298,914件を
活用

2. 明治～昭和期の地図から
抽出した地名が、全体の
8割以上

3. バイナリベクトルタイル
の活用により、多数地点
をウェブ地図に表示
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歴史的行政区域データセットβ版
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/
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市区町村IDの付与
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複数のオープンデータを統合し、1920
年以降の市区町村に網羅的なIDを付与
• 市区町村コード（XXXXXAYYYY）：4159件
• 国土数値情報（PPBQQQRRRR）：12234件
• 行政界変遷DB（PPCQQQRRRR）：336件
• 合計：16729件

江戸

東京府東京市
（15区）

東京府東京市
（35区）

東京都特別区部
（23区）

• 1919年から1889年（市制及町村制）への遡及
• 明治時代（1888年以前）から江戸時代への遡及



出版社との協働
https://japanknowledge.com/contents/rekishi/

1. 出版社が有する大規模・高品質データを
どのように活用するか？

2. 日本歴史地名大系（平凡社）の「行政地
名変遷表」を活用し、市区町村IDを江戸
時代に接続できないか？

3. 一般社団法人「百科綜合リサーチ・セン
ター」が進める、行政地名変遷表のデジ
タルデータ公開に向けた作業に協力

4. 平凡社地図出版とも連携し、約8万の行政
地名項目をオープンデータ化
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日本歴史地名大系
平凡社
巻冊数：50巻51冊
書籍版：1979-2004
現在、ジャパンナ
レッジで電子版を
公開中

https://japanknowledge.com/contents/rekishi/


『日本歴史地名大系』地名項目データセット
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/nrct/
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1. 日本全国約8万件
の地名項目をデー
タセット化

2. jageocoder／歴史
地名データを利用
し緯度経度を推定

3. 読みのデータも統
合し利便性を向上

https://geoshape.ex.nii.ac.jp/nrct/


地名項目データセット拡大図
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• 『日本歴史地名大
系』に、位置情報
を新たに追加

• ただし精度向上の
余地あり



『日本歴史地名大系』行政地名変遷データ
セット
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/gch/

1. 歴史的行政区域データセッ
トと連続する市区町村ID

2. 市制・町村制以後の市区町
村と『日本歴史地名大系』
地名項目との関係を整理

3. 市区町村→藩政村→ジャパ
ンナレッジのリンクが接続

4. 完了：2県／47都道府県
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日本歴史地名統
合データベース

歴史的行政区域
データセット

日本歴史地名大系

市区町村ID

ジャパンナ
レッジID

GeoLOD ID

クローズ

オープン

識別子サービス



市区町村IDの付与（進行中）
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1920-2022国土数値情報

1889-2006行政界変遷DB

江戸～現代行政地名変遷データセット

過去と現代のギャップをつなぐ 市区町村ID



地名識別子と疎結合性

2023/11/18 デジタル・ヒューマニティーズと研究基盤 13

私は東京に行く

35.676666, 139.762222
地名を直接的に緯度経度に変換
する方法は後から修正がしづら
く、データ構造化と分析・可視
化が一体化している（密結合）

私は東京に行く

35.676666, 139.762222

地名識別子：UoGwci

地名を識別子にリンクし、識別子
の属性の緯度経度を用いる方法は、
分析・可視化の目的に応じて属性
を変更できる（疎結合）



史料と地名のリンク
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宇田川丁、三島丁・
神明丁、此分潰家多、
土蔵残所なし

御江戸大地震大破并出火類焼場等書上之写（みんなで翻刻）

宇田川丁、三島丁・
神明丁、此分潰家多、
土蔵残所なし固有表現認識

原資料表記 江戸マップID 江戸マップ表記
宇田川丁 4-358 宇田川町
三島丁 4-290 三島丁
神明丁 4-294 神明町

曖昧性解消1. 江戸マップに出現する地名を、地
名リソース（エンティティのデー
タベース）として整備する。

2. 史料の文字列から固有表現（地
名）を抽出する。

3. 特定のエンティティとリンクする
ことで、実世界と紐づける。



すべての論文に地名識別子を埋め込む
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石川洋一. "大垣新田藩領渥美郡畠村に進出した知多大
野商人."愛知大学綜合郷土研究所紀要 68 (2023): 51-59

NRCT:250000093200
GeoLOD:Q4O6Wc

NRCT:230000328800
GeoLOD:4YKcwm

NRCT:230000521300
GeoLOD:yNkkCa

NRCT:230000353200
GeoLOD:8oCIQP

地名に識別子
を埋め込むと

同名地名の区
別が可能

外部情報源
（JK等）への
リンクも可能



天文学における識別子の活用
https://simbad.u-strasbg.fr/simbad/
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すべての天体に識別子が付与され、
各種の情報が統合されているため、
例えば「ある天体に関する論文」な
どが簡単に検索できる

https://simbad.u-strasbg.fr/simbad/


日本古典籍にも識別子が付与されている
https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/

1. 国文研の古典籍
にはDOIが既に
付与されている

2. すべての論文が
DOIを使えば、
「この本に関す
る論文を検索」
することは可能

3. あとはやるだけ

2023/11/18 デジタル・ヒューマニティーズと研究基盤 17

国書DBパンフレット
https://kokusho.nijl.ac.jp/page/kokusho-
pamphlet_202309_web_JP.pdf

DOI＝Digital Object Identifier （文書の識別子）

https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/
https://kokusho.nijl.ac.jp/page/kokusho-pamphlet_202309_web_JP.pdf


大規模言語モデル（LLM）の活用
http://codh.rois.ac.jp/tsukushi/

1. LLM自体に人文学データを入れる（くずし字翻刻→大規模
コーパス構築→LLM事前学習）

2. 各種検索エンジンのフロントエンドとしてLLMを活用する
（データベース構築→自然言語検索・要約 by LLM）
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LLMを人文学研究でどのように活用するかは、今後の重
要な課題である

例：ある識別子に関する論文を自然言語で検索→その識
別子に関する研究成果をLLMで要約→自分の研究に活用

http://codh.rois.ac.jp/tsukushi/


人文学DXに向けて
1. 人文学DXとは、機械の支援を受けることで、研究を深
化、大規模化、多様化することである

2. 機械の支援を受けやすくするには、機械可読データを
強化し、AI用学習データも増やす必要がある

3. 出版社が有する大規模・良質のデータを機械可読・
オープン化し、共存共栄を目指すことが重要である

4. 研究者が識別子を使いこなすことで、知の世界はより
構造化・整理され、研究にも活用しやすくなる
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